
総合的な学習の時間の

『取り組みにくさ』についての一考察

一組織的解決方略に焦点をあててー

１。研究の背景と目的

２。研究対象から

2.1　ミライ創生科の概要・経緯

2.2,ミライ創生科のカリキュラム

2.3 教職員のミライに対する意識

３。インタビュー調査から

3.1 調査概要

3.2A 校長へのインタビュー調査

3.3B 首席へのインタビュー調査

3.4C 教諭へのインタビュー調査

４。考察

５。終わりに

京都教育大学大学院　連合教職実践研究科

教職実践専攻　学校経営力高度化コース

186053　　高嶋　重行

553



総合的な学習の時間の『取り組みにくさ』についての一考察

一組織的解決方略に焦点をあててー

高嶋　重行

学校経営力高度化コース

１。研究の背景と目的

新しい時代のために、子どもたちにどのような資質・能力を育成していかなければなら

ないのか。これは、現行の学習指導要領の大きな柱であり、21 世紀の国際社会を主体的に

形成していく市民を育成するために、これからの学校教育が問い続けるべきものである。

この問いへの方略の一つとして、学習指導要領では、「社会に開かれた教育課程」がより強

く謳われている。この社会に開かれた教育課程について、前文において、次のように記さ

れている。

政庁談苣を邏レで，こぬからの歸付だ求めらが石政庁を剪澀レていぐ逎めに砿 よ夕よい学於を遲 ム

てよ夕よいか洽を窗 ぶとい彡堽滄を学友とか洽跼片方 ム，それぞれの学政に蠹いて，ぞ要々≠習内苣

をどのよｊに学び どのよｊに首育･ 慝力 を潼だがびられ石よｊだ尹ぶのかを政座談苣だ蠹いて剪爺

だ乙女が久 か洽との道蔗及び甜蓆だよ夕その邃澀を澀クていぐとい 九 か洽だ諤かみ力首席談裡の

剪澀がし齔原とな石。

そして、この社会に開かれた教育課程の実現のために教科横断的な視点に立った資質・

能力育成の必要性も記されている。

変鳶の皮 ムい遅淦のφで，筮歃駒だ堺んで必要な肺蓆を邦鼾ム，よ夕よいス凄や丑淦の岳夕方 を考

λ，多蒼々ス々と筋蓆 ム凌がら瘴屋を邃泥 ム蓆爬ムでいぐ逎砂だ必要な力を，芳し瀦一ス一ス だ摩んで

いぐ廼砂だμ，諂ら枦ぶ痰荐蔡だ遘暹 ムカタガの澎耆 と々ぶ蕎育・蓙力や。濮μ睾の堺湮を運じで潼

にがび迺力 を貧冷竚に話し眉ムで澀代砂淦澀置題/ごま広 ムていぐ逎砂の蔗貫･ 鳶し力を，濮が謬君釡鳶を

jZ皮とて摩んでいぐご£慶重晏否々ぶ。

つまり、これらの学習指導要領の記述が示すことは、「新しい時代に必要な資質能力の育

成のために、子どもたちが、実社会の課題を既有の知識や方法を用いて、協働しながら、

その課題解決の方略を構築していけるような主体的かつ探究的学びを、各学校の教育課程
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に取り入れていくことが重要である」ということである。

この資質能力を重視した教育観を1998 年から取り組んできたのが、「総合的な学習の時

間」（以下、総学）である。しかし、総学は、20 年の時を経ても、現行の学習指導要領の具

現化の最主力となる領域となりえることができなかった。そのことを顕著に表したのが「総

学は水物である」という言葉である。これは、総学の教育課程編成の難しさゆえに、総学

を他教科・他領域の中に潜り込ませるために作られたものである。総学で人権教育を行っ

たり、特別活動や道徳と併用したり、ひどい場合は、教科の補充の時間のように扱われる

こともあった。

なぜ、学習指導要領解説も発行され、「総合的な学習の時間」で論文検索（C工NII）すれ

ば5000 件以上も該当し、多くの総学の理論や実践の研究文献もあるにも関わらず、適切な

実践がすべての学校で実施されていないのだろうか。本来、総学は、単元計画や内容、教

材や評価等、他教科と比較して、教育課程編成の学校裁量の範囲が広く、「自由に取り組み

やすい」ものである。文部科学省の総学の実践事例集「今、求められる力を高める総合的

な学習の展開」の中にも「総合的な学習の時間に取り組む教師は、自らの足で教材を開発

し、自らの手と頭で指導計画を作成し、授業を生み出していく」と書かれている。しかし、

現実には、この「自由に取り組みやすい」が「何から始めて、どう終わらせたらいいのか

わからない」という「総学の取り組みにくさ」になっているように思われる。

本研究では、この「総学の取り組みにくさ」の解決方略について考察していく。具体的

には、大阪府の高槻市立玉川小学校の総合的な学習の時間（ミライ創生科八以下、ミライ）

を研究対象として、そのカリキュラム開発の経緯の分析とミライの指導的立場の教職員へ

のインタビューを通して、総学が適切に取り組まれる要因を明らかにしていく。

２。研究対象から

2.1　ミライ創生科の概要と経緯

「ミライ創生科」は、高槻市立玉川小学校の総合的な学習の時間の名称である。　ミライ

の出発は、2018 年度末に、筆者（当時教頭）と首席により、提案された。その内容は、次

年度の総学改革提案として、①生活科と総学を連携させ、全校で総学のカリキュラム開発

を行うこと②総学の名称は、本校の児童の実態や課題に正対した「ミライ創生科」に変更

すること③カリキュラム開発は、既存の内容の継続ではなく、児童の実態と地域の実情を

コラボレーションできるようなカリキュラムを創意工夫することの３点を提案した。
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この提案を受け、2019年度よりミライ創生科が開始された。 2019年度のミライの推進担

当は、Ｂ首席であった。この年より、ミライの取り組みを支えたＡ校長が赴任してきた。

教職員は、総学が改革され何かをしなければならないという意識はあるものの、全学年が

手探りの中でカリキュラムを開発していった。教員の共通意識を図るための校内研究会を

実施し、意見の交流や方向性の確認を行った。また、地域に対しミライの取り組みを紹介

するリーフレットを作成・配布した。

2020 年度は、筆者と首席が異動になり、ミライの推進担当は、当時、こども支援コーデ

ィネーターをしていたＣ教諭が担当することになった。Ｃ教諭は、立ち上がったミライに

強い関心かおり、ミライの発展のため、新たな取り組みを提案した。カリキュラムは前年

度同様、全学年で新たに開発が進められたが、取り組みの差が明確になった。関係機関と

の連携や地域貢献など「社会に開かれた教育課程」を、子どもだもの探究学習で展開する

学年がでてきた。その一方、カリキュラムが思うように進行せず、停滞してしまう学年も

でてくるようになった。これらの解決のため、ミライの推進を組織的に行えるよう、教務

部にミライの研究推進機能を付与することにした。これにより、各学年のカリキュラム開

発の進捗状況や問題点を把握・対応できるようになった。

2021年度は、これまでミライを支えてくれたＡ校長が異動になった。Ｃ教諭はＡ校長の

異動により、ミライが形骸化することを危惧し、さらなる組織開発や機動力のある相談体

制の構築に努めた。具体的には、ミライの研究推進を主たる目的としたミライ創生科部を

校務分掌に設置した。低中高学年より１名ずつ所属し、Ｃ教諭を中心としたミライ推進チ

ームが出来上がった。これにより、各学年のミライの課題をより把握しやすくなるととも

に、課題解決を迅速に行えるようになった。その中で、これまでに意識化されることが少

なかった「評価」についても検討を重ねることができた。

これら2019 年度から2021 年度までのミライの経緯を表川こ示す。

表1. ミライ創生科の経緯

推進担当 首席 こ ど も支 援 コ ーデ ィ ネ ー ター こ ど も 支援 コ ー ディ ネ ー タ ー

組織 首席 主導型・教務 部 教務部 ミライ創生科部

カリ キュ ラ ム 全学年実施 全学年実施 全学年実施

課題 教職員 の共通理解 学年較差 評価
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2｡2　ミライ創生科のカリキュラム

ミライのカリキュラムは、各年度で設定される。前年度踏襲や学年で定まった内容かお

るわけではない。子どもの実態や課題と正対し、地域の実情と連携しながら、子どもたち

が、実社会の中でその課題設定・課題解決を構築することができることをねらったものと

なっている。 2019年度から2021 年度までのミライのカリキュラムを表２にまとめた。

表2. ミライ創生科カリキュラム一覧

朧朧圉詣 騾

2019 年

度

地 域 の 方 に 野 菜

作 り を 教 え て も

らお う

地 域 の 商店 街 の

テ ー マ ソ ン グ を

つく ろ う

市 バ ス を 紹 介 す

る ポ ス タ ー を つ

く ろ う

防 災 に つ い て し

ら べて み よ う

地 域 の オ リ ジ ナ

ル パ ン を 開 発 し

よ う

地 域 に ウ ォ ー キ

ン グ コ ー ス を つ

く ろ う

2020 年

度

み ん な で つ く る

発 見 ナ ビ

食 べ て ほ し い お

い しい 野 菜

生 き 物 ラ ボ を っ

く り

地 域 の 安 心 安 全

な 町づ く り

フ ー ド ア ク シ ョ

ンTAMAGAWA

イ マ ココ ラ ボ

2021 年

度

じぶんだいすき・ともだちだいすき

自 分 や 友 達 の こ とを 知 り 、 自 分 や友

達 の 素 敵 な とこ ろ を 発 見 す る。

ス マ イル プ ロ ジェ クト

身 近 な 人や 地域 に 目 を向 け 、 笑 顔 に

す る

ミラ イ アク シ ョ ン

身 近 な 社 会や 世 界 に 目 をむ け 、 よ り

よい ミ ライ を 創 生 す る。

2019 年度は、各学年がそれぞれの子どもの実態に合わせて、子どもたちの興味を引き出

し、地域と協同するカリキュラムを設定している。ここには、学年間の系統性やテーマの

一貫性はない。また、子どもたちに探究学習を通して、具体的にどのような資質能力を育

成するのかが明確ではない。この段階では、特別活動の要素が強い総学となっている。

2020 年度は、「未来創生『学びの地図』」をキーワードとしてカリキュラムを設定してい

る。また、キャリア教育の視点を強化し、子どもたらが自分だもの将来や社会を創造する

気持ちが高まるような内容を展開した。例えば、２年生では自分たちで作った野菜を販売

し、その売り上げで土や苗を購入するという循環型の生産消費学習に取り組んだ。また、

３年生では、空き教室を利用し、「生き物ラボ」を校内に開設した。自分たちで生き物を飼

育したり、研究した内容をポスターにまとめて掲示したりした。その中で、高槻市立自然

博物館との協働が実現した。職員の方をゲストティーチャーとして招き、生き物ラボを共

同研究することができた。

2021 年度は、各学年単位での取り組みから、低中高学年単位での取り組みへと変化した。

子どもに育成する資質能力の系統性や評価を研究した結果、２ 学年単位での取り組みの有

効性を考えた形式となった。これにより、ミライは、何か行事やイベントを行う時間では
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なく、子どもが主体的に探究学習を行う時間としての位置づけが明確化した。

これらミライのカリキュラム変遷からは、ミライの在り方の変化を読み取ることができ

る。子どもの課題に正対した探究学習としてスタートしたミライであったが、当初は、特

別活動的な要素が強かった。それを、探究学習により必要な資質能力の育成をめざす総学

として明確に教育課程上に位置づけることに成功している。子どもたちが教師の提示した

学習内容を熟すのではなく、自ら課題を考え、その解決方略を探究的に導くことのできる

カリキュラムへと変化していることがわかった。

2｡3　教職員のミライに対する意識

ミライに対する教職員の意識を調べてみた。 2021年の６月と９月に教職員に対して、ミ

ライに対する意見を無記名で自由記述してもらった。その内容をワードグラウトで分析し

たものが図１である。６月の調査では「ミライ」「教科」「主体性」が大きく表示され、９月

の調査では「取り組める」「のめりこむ」「子どもたち」「ミライ」が大きく表示されている。

この調査から明らかになったのは、教職員の中にミライヘの否定的な意見は少なく、探究

学習に必要な「主体性」「取り組む」といったキーワードが多く表出されたということであ

る。　ミライのような新しい取り組みでは、教職員の戸惑いや不安感が強く出ると予想して

いたが、結果としては、教職員の肯定的な意見がほぼ全てであった。

図1. ミライ創生科における教職員の意識
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３．インタビュー調査

3.1　調査概要

本研究では、Ａ校長(2021 年６月17 日実施）、Ｂ首席(2021 年８月17 日実施）、Ｃ教諭

(2021 年６月16 日実施）に対してインタビュー調査を行った。インタビューは半構造化

面接を行い、被面接者が自由に自分の考えや思いを語ることができるようにした。所要時
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間は、一人あたり約２時間であった。基本的には、被面接者の自由な語りを詳細に聞き取

ることとした。なお、この３名からインタビューした理由は、ミライ創生科のカリキュラ

ム開発の指導的役割を担っていたからである。次節に各インタビューの内容をまとめた。

3｡2　A 校長へのインタビュー調査

Ａ校長には、ミライの定着期から推進期を振り返ってもらった。Ａ校長は、ミライにお

ける探究学習を特に大切にしていた。

（ でタイガ、子どぎ）がちにつけようと乙てい忿力ば、スとの諤力 久 謌蜜ﾂｱ、ﾉ覽雁澣涜誥

力 を 庠てるごと で、甜ガに首/汳レ恋々、ど 夕方広 ＆恋らいいかを考忿ら方る力だと音 九 」

（ミヲイば、波きぐ讀歹キュヲ譌ぎを変綰どないとできない。デどg）の思考のプコ亡ヌを

大 勿に ムで、どんなアク/ プヽ ク/ をヽ するか。」

また、ミライのカリキュラムの在り方を次のように述べている。

（ミヲイ窗合弁で、去年の袁夕蓆みを今年の学半てツ）や石ごとぼおかし０。デどと）の肩題

や黄塵６違うのに、虜半庖脛諢で教母が主權尹石のばおかしΛ 子方を配受諾、歟瘁凵 筆

諮ﾘ と召首席が言っ ていたの濕堺淤砂ごった。」

Ａ校長は、ミライを取り組む教職員に対して求めるものを次のように語った。

（教濯ね写塵甜 記 子ど６瘻団 と）、叙てい石ところがあ石。薤示存ちになると何か創かなり。

波勿々のばか分で考友ること。歟扁Ｕぶ蓆浤尹るごとを姜 乙まなければならない。」

「ミヲイ諂/生存 の昃遨Fの澂分ば、デど６に粲浤ぶヽをつけるごとと、主旅所のない蔗群齊に

力をつけることとが歹ンク ムている。」

「覈勤レてき忿居合ば、ミヲイをご々そうとする。ミヲイの力 歹キュヲふがうまぐいぐよ

うに簷歇レでレま九 ゴールにうまぐつぐように、莅夢けてムま九 居合が主導ム忿ごと

で、ミヲイば旅縢乙でしまった。ミディぼ≠薗、子ど６ボ/汳紵ぐてやるから、胼滞ば ム々

０ 心のと音 九 」

教師の探究心が、ミライに影響することや教師主導の取り組みが、ミライを停滞させる

というＡ校長の分析は、非常に興味深いものである。また、ミライの本質を理解する難し

さを次のように述べている。

「ミプイば理澣尹るのが肇ごい。教回y発生 偉Fし疹ﾉ の考沈を、ばじめに愿程乙恋のば召苣

ﾉ糺　の訛胼乙理濯でき てい々かっ恋。」

「でヲイの讀タキュタふ謬磨でガ ムいのば、ゴールの芽示のがし仇 やば久 ゴールがし尼沈
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ないと及夕双みにぐい。ただレ、ゴールを示レすぎると子ど 応の筮藻簷ば穿恋々糺 ごれ

ば≠荳に齏 乙かった。 ヂ心み々衰員でと）理澣尹必のに歸ﾉ苛がかかった。讀 歹キュヲｊ､の刃

欷鈔々片膣よ 久 理念とかキークー糺 名片 白 タイ創意弃ﾉ み恋い々 ６のが犬掫々ので

ば瘤いかと荵 九 」

さらに、ミライを成功させるためには、教員の組織風土が重要であることを述べていた。

「節理肩の浤が、デど６の謬窟をだ擢 んで０るよラ々≠於ばよぐない。完全恋心跼凰題だ

擢や稈涜方T赧を 応っ て方か々ければならない。子九を双蕭砂に分節でき石教微資塵団がい

る。」

「ミタイボラまぐいっ力のだ、こ方までの意逆薤權躇T麿によ 夕つぐらがた双肩蓆ゴごが、ミ

ヲイを邃進尹必要冱と々つ恋と窓 几 Ｃ袤諧yｆ、意薤の苔澣があっ恋から、ミヲイにヌｊ、

－ズyご移疔 でき恋。」

Ａ校長自身の関わり方についても、次のように述べている。

「諄分恋心でやってい必のに、首長ボこうガム ああがよとか言ったら、やる貢々ぐ尹か

ら力。方６レろぐ々ぐ々つちやうム 」

最後に、ミライの成果を次のように語り、インタビューを終えた。

（ミタイの嫖ﾉ冐にば、よぐいう学齢 で謬窟 のあ必子どぎ）と窓力れでいる子ど６たらが黄レ

んでやってぐ乱 ここにば、たぶん完意がこガを ムなさいや、彦方をやク々さいと言わ々

いからどや々いかな。デど応力ちがか分か滄で計雁削 進めることができるから。そレで、

それか完全たら応一彦になってT濡 ムみ、ぼめ てぐみるから、ミヲイにぐ銜 ミヲイに薗恋

０から、学首にぐ乱 ミヲイにばそん々力があ乱 」

3｡3　B 首席へのインタビュー調査

Ｂ首席は、ミライのカリキュラムとしての本質を次のように述べている。

( 万ヽ学齢の歸の子どと)た もの肩息ぼ、教育資 の努力 で雇爬でき石と悪うんで亢 で乱 大

スにかったときに、どんなオスになって燧)らうのか、どんか力 をつけ て方かかいといけか

いのか濕大勿だと悪いまムた。｣

ミライを筆者とともに立ち上げ、校務分掌改革とミライ創生科の創設を、教職員に理解

してもらうための苦労を語ってくれた。

｢君ば、茫茫尹石ごとへの葺首窟クボダ々いん で尹けど、多ぐのスば、渥蘯 かがないと葺鋩

感を誉ぐざじ石どや々いで尹か。そこボ一番窟ないん ですよ。レか 岾 よぐ茫友九冷々あ
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と窓卵首九 」

「翌年からのＪｙ学習彦鑽擺旅信洽実前だったので≒ 歟育蒼蒼ﾐ鈔々讀 歹キュヲ」､」凱虜や硲学

の改謳Tが必jF だというごとにば、鴬い窓 いがあ クまかた。学齢のべ夕/ ルヽ をそろ元たいと

荵っていまレカ。」

また、ミライと生徒指導との関連についても、述べている。

「沼遥がつ蒼瘴原意息彦權欷麿からミヲイ誚/生科の諂/段へとシフ ハチェン ジム忿ことが大

よかっ力で尹力。歟淙謬君で子ど応分岸てるというごとを大瘴にとまど力力。」

（贏淤の摩許のための意息彦鑵から、子どぎ）に力をつける生息彦權と かで、ミヲイ創金育

があクまかたね。完全/冷汗の齢片辞去配曼６やっ力ごとで、完意たちの理館と）首みま乙た

よ力。完全力ち応ミヲイボいいか 応と思０瘢めま乙たよ力。」

また、首席として、教職員の意識改革について、次のように語っている。

「いろんなところで、パヲダイ」､シフ/ 氈ヽをごっ てい㈹ そのヂで、学齢の蔗諧改裘氈无

きぐをごって０力。ここにば、尹ごいスボい力のでけ々ぐ、齏蘯のスボ齷蕭のヂで、大き

々変浤を乙てきた。」

「ぐミヲイを/窗るためにノダ蔗分掌を大きぐ変綰かたとき、ﾉがだけ変 綰さｾﾞるーだけ でば、不

諱だけが心斷らかよ ラに窓ったので、芦分が教頌（芳生の考友を澀ｾﾞ 石ーように、芦分濕硲学を

老鴬 乙ま乙た。袤頌リを意とぼ齊いがき詮いがあったのでよぐ理館＆詮元で０た。」

「ミダル､層を蓼 いだけ で々ぐ、理詣 で湮獰レたことば大きかった。こぬが、その戻のみん

々のがんばクにっながっ力と荵いますよ。」

最後に、ミライを総括して、思いを語ってもらった

「ミライに万 尹石庭生方の興架ば、澀ってい力よク大きかった堺妾があ 夕ま九 完全力ち

ボ、吝か老鴬するようになって、片分が窓っていたよク応達んガと蓼いま九 硲学って方

応乙ろ０と悪夕じて勹Sら元方ように窓口丈九 」

3｡4　C 教諭へのインタビュー調査

Ｃ教諭は、玉川小学校へ赴任した当時の様子を次のように語っている。

「/くラブ≫があって、藉百室に屏ったら、いろん々遡全が、話を甜いていて、それぞ力が

バーバーバータと動いてぐれ恋んで九 首分の学年とか房跟々ぐ、濯洗に/廖け て動いてぐ

れたのに感動しま 乙た。だから、戸分 乙みんなを助けないと０かなりと窓いまム恋。」

Ｃ教諭は、その後の働き方を決定づけるような衝撃を赴任当初に感じていた。その後、
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生徒指導担当である「こども支援コーディネーター（以下、こ支援）」として、学校全体に

関わっていくことになる。そのときの様子を次のように語っている。

「こ方蔗ば学於と会欷をえ灑せる立蘿にいるので≒ ごの学於にとって、瘴が必要Tか、今房こ

ｊ なるために今瘴をやって方ぐかといういろん々アイダアをばじめ乙雁にできま乙た力。

ご二吏鋩と乙で、何かを洽犀乙た夕‥硫黄をだレガタするごとで、この学齢のデど６たもの

肩週yをなんとか レ恋いとい ラ忍 いが でてきまかた力。」

生徒指導を中心にやっていたＣ教諭が、筆者やＢ首席の異動により、ミライの担当をす

ることになった。その時の思いを次のように語っている。

（ でタイ誚/丈容庶全欷に犀 夕る瀲に、肩齊室の溶 と）近かったのでツで箸者と召莖諦のﾉ 話ば

ﾉ顰い て０だん ですよ。“方６しろそう”つて忍いま乙冷。この方６ムろそうと０うのが々か

ったら今やって々かっ冷で九 」

「ミタイば､ 生着 でぞ虐ると忍 いました。学齢に蒼々い子に／‘学友裳い″つて言いながら、

÷●　　　　　　　　　　　　　　　丶≒　　　　　　　　　　　　　　　　　
、

こっちに辞 心かいという菰蓆ごったじや々いで尹か。蒼いっていうからには、聊かぼ乙０

とば忍って０ま乙冷。そういう蔗架で、ミヲイぼ慾沈ると忍いまレた。」

「方丈って、聊Tか竇 ない６のを君 クスガようとするとき、尹ごぐ葺貪窟分濟尹心のだと忍

冖ま九 やれって言力れでやって乱 そごに醉の忍考 心働かないから、彡分舷鋩乙々い仁

いっか道わ石と忍いました。 鈩湮霧がい々ぐ々つ冷 久 苦言尹石スボ０々ぐなったら、道

者澀友石と酊いまかた。 で乱 湃沈たら道方 めったいない仁 方６ごろり 仁 道万万ﾉ//だ

け惡齎と忍 っ冷からこそ、 ア蓼にやっ右方がいいと忍ってま乙た。ミヲイば苦か放勢いよ

ぐ突き言めるよ久 長儕齊で彦って、言め虐方がいいと忍ってま乙た。」

Ｃ教諭は、ミライを推進するために、多様な方法を試みている。

「≠∂回ぐらいミヲイの友T内耳を男い冷。 担ぎが指導居立蘿になるというよ 久 みんなで

一彦に考元ようとレまレ冷。みん々ゼコベーヌになることで、みんなか分たらでつぐろう

という粛からに乙まムカ。」

「ミライボ言まない学聨ば、方丈ボミヲイに珊っていないので、齟を着鑵レようとするよ

久 みんなで背戻レようという鍄勞ぼろっていま乙冷。のって々０方丈ば、ミヲイの厚男

がま釐になっていると忍うので、パンダアンプ欷/訂ば作ろうとかんが元ま乙た。 ミヲイ窗

全刃該で謬ク首を友ハ サポー/ をヽ考友ま かた。」

「ミタイ窗 全容露ば、生息着導の蔔濆を活か 乙でいま貳　ミヲイば、長贏発生や莖律が、

剪齢/７を虜いてぐれ冷からめ クま九 ごこぞどう邃者レていぐかが、君の肩息だと忍って

-562-



います。ニス跼興廚 乙で、二匸スボやっていたように、君が瀲を逾って乱 方力 ６ついてこ

ないと思いまかた。そこで、ミタイ窗金弃躍にば、咨ブロクタの店T薗 のある完 全に参加 ム

てイ)ら八 君じや々ぐ、組葺 の后T新ま で、みんなについ てきて６ 右方うと ムまレた。｣

Ｃ教諭は、生徒指導体制構築のノウハウを活用しながら、ミライを進めてきた。最後に、

ミライを以下のように語ってくれた。

( ミヲイをするごと で、子ど と)６教宿資６茫茫 ムていぐ。 それば、却貪がか扣るだけで々

ぐて、子と冶 をみる蓙濆や浤金鍔二かのコミュニケーション６茫茫乙ま九 子ガポ、子どぎ)

に灘 尹石全逆薤權や学萱萱 営ツ)茫茫 ムてきま ムカ。 そして、浤金の澣夕方改革に６つなが

っているように感じていま九 ミライ窗金弃ば、そん々京疸で尹力。｣

４。考察

総学の「取り組みにくさ」は、自由にカリキュラムを生み出すことができる総学の領域

特性に起因している。　しかし、この取り組みにくさ囂決して、教師の理解・能力不足によ

るものではない。特別活動的な取り組みなら手探りながらもカリキュラム開発が可能であ

る。ただ、ここに「探究学習としての位置付け」や「子どもの社会参画の資質能力の育成」

を考えた場合、教師は、その不透明な見通しに対して不安感をもってしまうのである。た

だ、その不安感に対して相談できる教員文化や学校組織、リーダーシップがあれば、この

取り組みにくさは解決できるものであることがわかった。換言すれば、総学とは、そのカ

リキュラム開発において、組織的解決方略を必要とする領域と言えるのである。

２節において、研究対象校の総学であるミライの変遷を概観した。当初のミライは、特

別活動的要素の強いものであった。それが、３年間で、探究学習としての位置づけが明確

化され、「何かイベントを考える時間」から「実社会の問題を探究する時間」へと変化して

いった。そこには、ミライを子どもと一緒に楽しみ、肯定的にカリキュラム開発をする教

師の姿があった。子どもが主体的に課題を見つけ、学校外のリソースと協働して、解決方

略を探究する時間は、現学習指導要領がいう「新しい時代に必要な資質能力の育成」であ

り、「社会に開かれた教育課程の実現」そのものであった。ただ、この教育には、内容の正

当性や他教科や他学年との系統性に対する見通しの不透明さゆえの教師の不安や葛藤が存

在する。ここに、どのような解決方略を学校として、構築できるかが、総学の成否を決定

づけるものであると言っても過言ではない。このことを ３節のインタビューにおいて、３

名の指導的教員のライフヒストリーの語りの中に見出すことができた。
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Ａ校長は、総学には、子どもだけでなく、教師の探究心や主体性が大切であると語って

いる。教師一人ひとりが、組織の中で、自分のすべきことを考え、実行することが重要で

あり、そんな組織風土を構築できたことがミライのカリキュラム開発に繋がったのである。

そして、ミライの組織体制は、玉川小学校の生徒指導体制が大きく影響していると分析し

ている。このように、Ａ校長からは、ミライと学校の組織風土の影響が明らかになった。

つまり、学校の組織風土という組織的解決方略を校長として意図していたことがわかった。

Ｂ首席からは、当時教頭であった筆者の考えの具現化のために、教職員との調整に奔走し

たことが語られた。　トップダウンではなく、校内研究会を開催し、理論とともに、総学の

面白さを伝え続けたことがミライに対する教師の意識を変え、ミライの主体的なカリキュ

ラム開発研究へと共通理解できたということがわかった。ここにも、「教師の共通理解」と

いう組織的解決方略が含まれていた。さらに、Ｃ教諭からは、ミライと生徒指導との関係

性が明らかになった。こ支援として、生徒指導体制の構築に取り組んできたＣ教諭は、そ

のノウハウのミライヘの活用に取り組んだ。その結果、研究支援体制を発展させ、ミライ

に対する教師の不安や困り感を迅速に解決できる体制を構築できた。これにより、2021 年

度のカリキュラムは、探究学習として教育課程に明確に位置づくことができたのである。

これら３名のインタビューからは、ミライのカリキュラム開発のために、総学の研究支

援組織体制の構築にそれぞれの立場から取り組んだことがわかった。この３名の体制づく

りは、教師の総学に対する「心理的安全性」を与える結果となった。「カリキュラムに対し

ての指導」ではなく、「教師の不安の解消」に力点をおいた３名のコーディネートが、玉川

小学校のミライの大きな進化を成し遂げさせたのである。また､３名に共通しているのが、

ミライと生徒指導の関係性である。これは、組織体制のことだけでなく、生徒指導上の課

題となる子どもたちの「居場所」としてのミライを構想していることである。　ミライの探

究学習により、学校で過ごす面白さを感じさせるという生徒指導としての総学の在り方を

３名が同様に模索している点は、とても興味深い結果となった。

以上のことから、子どもの探究学習としての総学のカリキュラム開発には、教師の主体

性や心理的安全性を醸成することが必要であり、そのためには、学校組織として、総学の

研究や実践のために教師を支援する組織体制の構築が必要であることが明らかとなった。

そして、このような組織的解決方略を備えた総学を学校として実践すれば、「子どもたらが、

実社会の課題を探究し、解決できる資質能力を育む」ことに対する「取り組みにくさ」を

軽減できるようになるのである。
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５。おわりに

本研究では、総学の「取り組みにくさ」の解決のためには、組織風土や組織体制のよう

な組織的解決方略が必要であることを質的に明らかにしてきた。その方法として、筆者の

以前の勤務校としたことで、深い部分まで質的に分析することができた。その知見は、総

学のカリキュラム開発において、有効なものであったと考えられる。ただ、調査校が１校

であったことや３年間の実践であったことから、本研究成果の汎用性についての実証が課

題として残った。今後は、他校での実践や量的研究にも取り組み、総合的な学習の時間を

より適切に推進するための方略の理論的かつ実践的研究に取り組んでいきたい。
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